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連合総研は、2007 年度より「21 世紀の日本の労働組合活動に関する調査研究委員会」を立ち

上げ、労働組合の活動実態に着目し、今後の労働組合の実践的課題を明らかにすることを目的に

シリーズ研究をスタートした。 

初年度は、「組織戦略と非正規労働者－非正規労働者問題と労働組合活動に関する調査研究委

員会」を研究テーマに設定し、2007 年 12 月に研究委員会を発足した。 

本研究委員会では、非正規労働者の組織化に先進的に取り組んでいる 10 単組について、組織

化を牽引した単組リーダーや組織化に直接もしくは事後的に関わった単組の活動家から、組織化

に取り組んだきっかけや組織化方針を組合内部で合意した経過、実際に組織化に取り組んだ手法

など、取り組みの背景・要因も含めて現場で単組が取り組んだ組織化の実践的手法について聞き

とり調査を実施した。 

本報告書は、聞きとり調査で得た成果を踏まえ、中村主査による「総論」、橋元副主査による

「総括」に続いて、連合加盟の 10 単組についての具体的な取組事例を紹介している。事例紹介

では、ヒアリング調査で明らかとなった単組が抱える組織化についての課題や悩み、課題をどう

乗り越えたか、組織化後の組合の変化等に重点を置いてとりまとめを行った。 
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